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（写真／大和駅踏切から上り方面電車を見送る）

　

大
和
駅
を
地
域
の
玄
関
口
と
交
流
の
拠
点
に
し
よ
う
と
、
高た

か

森も
り

地
区
の

み
な
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
。
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
よ
う
。」
を
合
言
葉
に
『
い
き
い
き
駅
サ
イ
ト
実
行
委
員
会
』

を
設
立
。
大
和
駅
を
核
と
し
た
様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

田
た

中
なか

　孝
こう

一
いち

　さん
いきいき駅サイト実行委員会（代表）

　定年退職後の平成 18 年、高森地区のまちづ
くりボランティア団体を構想中の同地区区長か
ら指名され「いきいき駅サイト実行委員会」代
表に就任。幾世代もの人たちが心地よく住める
環境をみんなで創ることを目標に活動している、
市内在住の 64歳。

高森地区「いきいき駅サイト実行委員会」が、地
域づくり活動の拠点とした「大和駅」

駅舎内には、展示ボードによるミニ画廊や手作り
の椅子・テーブルが設置され、気軽に立ち寄れる
空間となっています。

七夕には駅舎に七夕かざりがつけられ紙芝居が行わ
れるなど、季節のイベントも多数行われています。

～高森地区「いきいき駅サイト」の
　　　　　　地域コミュニティ形成への取り組み～
～高森地区「いきいき駅サイト」の
　　　　　　地域コミュニティ形成への取り組み～

自分たちの地域は､自分たちの手で
できることからはじめよう

～高森地区「いきいき駅サイト」の
　　　　　　　地域コミュニティ形成への取り組み～

動
は
、
駅
舎
内
に
常
設
さ
れ
る
ミ

ニ
画
廊
の
展
示
ボ
ー
ド
の
作
製
や

手
作
り
の
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
な
ど

を
設
置
す
る
こ
と
で
休
憩
施
設
と

し
て
の
拡
充
を
図
り
、
人
々
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
憩
う
こ
と
の
で
き

る
空
間
の
創
設
で
し
た
。
椅
子
と

テ
ー
ブ
ル
の
材
料
は
、
駅
舎
内
の

無
機
質
な
イ
メ
ー
ジ
を
払ふ

っ

拭し
ょ
く

す
る

た
め
に
木
材
を
使
用
し
、
自
然
の

風
合
い
を
活
か
し
た
も
の
に
仕
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
画
廊
で
は
、
塗
り
絵
・
ち

ぎ
り
絵
・
絵
画
・
写
真
展
示
、
さ

ら
に
は
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
工

作
品
の
展
示
な
ど
、
定
期
的
に
多

彩
な
展
示
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
空
間
を
利
用
し
た
紙
芝

居
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

雛
人
形
・
鯉
の
ぼ
り
・
七
夕
か
ざ

り
な
ど
の
展
示
も
行
わ
れ
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
委
員
会
で

は
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
情
報
の

共
有
か
ら
と
月
に
１
回
『
い
き
い

き
駅
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
』を
発
行
。

毎
回
、
内
容
の
充
実
も
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

美
化
活
動
・
防
犯
活
動
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み

　

当
初
、駅
構
内
の
『
や
ま
と
駅
』

と
書
か
れ
た
大
き
な
看
板
も
ツ

タ
に
覆
わ
れ
、
赤
錆
び
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
し

か
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
清
掃
活
動
や
真
壁
高
等
学
校

協
力
の
四
季
折
々
の
花
の
プ
ラ
ン

タ
ー
を
駅
舎
周
辺
に
設
置
す
る
こ

と
で
、
少
し
ず
つ
美
化
活
動
の
成

果
が
現
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
同
実
行
委
員
会
は
防
犯
活
動

の
一
環
と
し
て
の
駅
周
辺
の
見
回

り
運
動
や
青
少
年
育
成
を
目
的
と

し
た
朝
の
声
か
け
運
動
な
ど
も
実

施
し
、
駅
周
辺
の
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
が
気

持
ち
よ
く
大
和
駅
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
「
大
和
駅
」
を

目
指
し
て

　

い
き
い
き
駅
サ
イ
ト
実
行
委
員

会
で
は
、
引
き
続
き
駅
舎
の
利
活

用
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
自

然
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
高
森
地
区
内
の
溜た

め

池い
け

の
原
状

回
復
や
親
水
公
園
化
を
促
進
し
、

そ
れ
に
伴
い
、
浄
化
微
生
物
剤
を

使
用
し
た
水
質
の
浄
化
や
大お

お

賀が

は

す
（
縄
文
時
代
に
咲
い
て
い
た
古

代
は
す
）
の
開
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

「
ま
ず
は
、
駅
が
人
の
目
に
触

れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。
関
心
を

持
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
自

然
と
交
流
の
場
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
駅
周
辺
地
域
の

活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
き
ま
す
。

　

突
然
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な

く
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
「
次
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
変
わ
る
の
か
な
。」
と
い
う

楽
し
み
を
地
域
の
人
と
駅
を
利
用

す
る
方
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
に
囲
ま
れ

た
地
域
の
玄
関
口
『
大
和
駅
』
が
、

利
用
す
る
方
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

場
所
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
地

域
全
体
で
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
、
同
実
行
委
員
会
代
表
の
田た

中な
か

孝こ
う

一い
ち

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

駅
舎
な
ど
を
利
活
用
し
た

地
域
づ
く
り

　

桜
川
市
高
森
地
区
に
位
置
す
る

大
和
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本　

水
戸

線
の
駅
と
し
て
昭
和
63
年
６
月
に

開
業
。
駅
員
が
常
駐
し
て
い
な
い

無
人
駅
で
、
市
所
有
の
公
園
施
設

の
一
部
が
駅
舎
兼
休
憩
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
和
駅
は
、
交
通
の
通
過

点
と
し
て
の
役
割
が
主
で
、
朝
夕

の
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
以
外
は

人
気
が
少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
は

地
域
の
み
な
さ
ん
の
目
の
届
き
に

く
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
防
災
・

防
犯
面
な
ど
か
ら
放
置
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
以
前
は
不

審
火
に
よ
る
小
規
模
な
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
駅
は
地
域
の
玄

関
口
で
あ
り
交
流
の
拠
点
、ま
た
、

駅
前
公
園
は
高
森
地
区
に
と
っ
て

貴
重
な
地
域
財
産
。
地
元
住
民
と

駅
利
用
者
が
も
っ
と
駅
に
目
を
向

け
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
。
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

よ
う
。」
を
合
言
葉
に
『
い
き
い

き
駅
サ
イ
ト
実
行
委
員
会
』
を
設

立
。
大
和
駅
を
拠
点
と
し
た
様
々

な
地
域
づ
く
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
情
報

紙
の
発
行

　

同
実
行
委
員
会
の
最
初
の
活
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桜
川
市
の
税
収
予
算
の
主
軸

と
な
っ
て
い
る
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
所
得
が
直
接

反
映
さ
れ
た
、
生
活
水
準
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

の
税
源
移
譲
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
、
昨
年
に
比
べ
個
々

の
納
税
負
担
（
所
得
税
＋
住
民
税
）

が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
調
整
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
に
先
立
ち
、
４

月
か
ら
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
た

め
、
増
税
認
識
が
伺
わ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
当
制
度
の
仕

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
納
期

内
納
税
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
要
望
な
ど
を
も
と
に
、
多
様
な

施
策
の
執
行
を
図
っ
て
お
り
ま
す

が
、
市
税
が
財
源
の
柱
と
も
な
っ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
桜
川
市
に
お
い
て
も
、

大
半
の
皆
様
は
「
納
税
義
務
」
を

果
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

未
納
額
が
嵩か

さ

ん
で
い
る
方
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

市
税
の
滞
納
額
が
多
く
な
る

と
、
必
要
施
策
が
行
政
に
反
映
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
市
税
を
各
税

目
の
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、条
例
に
基
づ
き
、

納
期
後
20
日
以
内
に
「
督
促
状
」

を
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

本
来
、
地
方
税
法
で
は
、
納
税

者
が
督
促
状
を
受
け
た
日
か
ら
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
整
理
が
執
行

で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

桜
川
市
に
お
い
て
は
周
知
の
万
全

を
期
す
た
め
、
督
促
後
も
納
税
が

な
い
場
合
、
納
税
期
限
を
記
し
た

「
催
告
書
」
を
発
送
し
て
、
滞
納

整
理
を
実
施
す
る
旨
の
お
知
ら
せ

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

督
促
状
・

催
告
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
早
期

の
納
税
ま
た
は
収
税
課
で
納
税
相

談
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
督
促
・
催
告
し
て
も
納
税
さ
れ

な
い
場
合

・
延
滞
金
の
徴
収
／
年
14.

６
％

・ 

滞
納
整
理
／
訪
問
な
ど
に
よ
る

事
情
聴
取
、
財
産
の
差
し
押
さ

え
（
給
与
・
預
貯
金
・
不
動
産
・

自
動
車
な
ど
）

※
以
上
の
よ
う
な
、
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

市
税
の
納
期
内
納
税
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

一
定
の
基
準
を
超
え
た
市
税
の

高
額
滞
納
者
や
市
徴
収
吏
員
（
市

職
員
）
と
の
相
談
な
ど
に
応
じ
な

い
悪
質
な
滞
納
者
は
、
徴
収
の
専

門
機
関
で
あ
る
「
茨
城
租
税
債
権

管
理
機
構
」
へ
事
務
移
管
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
機
関
で
は
、
滞
納
者
す
べ

て
の
財
産
を
調
査
し
、
差
し
押
さ

え
を
行
う
と
と
も
に
不
動
産
な
ど

の
公
売
に
よ
り
滞
納
金
へ
の
充
当

を
図
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
市
民
生
活
部

に
収
税
課
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、

滞
納
者
の
視
点
に
立
っ
た
、
納
税

相
談
や
分
割
納
税
誓
約
書
お
よ
び

高
額
滞
納
者
へ
の
差
し
押
さ
え
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
税

法
の
改
正
な
ど
に
よ
る
社
会
的
要

公
平
な
市
税
の
収
納
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

〜
収
税
課
か
ら
の
お
願
い
〜

■口座振替をご利用ください

　桜川市は税金および使用料の

納付について、金融機関の窓口

まで出向くことなく納付できる

口座振替を推進しております。

ぜひ口座振替をご利用ください。

■利用可能な金融機関

　桜川市内の金融機関または郵

便局にてご利用が可能です。

■申し込み方法

　口座振替依頼書にご記入のう

因
か
ら
、
納
税
の
公
平
性
と
市
財

源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
11
月
下

旬
に
発
送
と
な
り
ま
す
市
税
等
催

告
書
を
各
地
区
の
市
職
員
が
各
滞

納
者
に
手
渡
し
、
納
税
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
納
税
一
斉
推
進
期
間

11
月
19
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

　

各
地
域
ご
と
に
市
職
員
が
訪
問

い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●

市
税　

納
期
内
納
税
の
お
願
い
！

● 

督
促
状
な
ど
を
受
け
取
っ
た
ら
、
早
期

の
納
税
ま
た
は
納
税
相
談
を

● 

高
額
・
悪
質
な
滞
納
者
は
茨
城
租
税
債

権
管
理
機
構
へ
移
管

●  

市
職
員
に
よ
る
納
税
一
斉
推
進
を
実
施

市
税　

納
期
内
納
税
の
お
願
い
！

督
促
状
な
ど
を
受
け
取
っ
た

ら
、
早
期
の
納
税
ま
た
は
納
税

相
談
を

高
額
・
悪
質
な
滞
納
者
は
茨
城

租
税
債
権
管
理
機
構
へ
移
管

市
職
員
に
よ
る
納
税
一
斉
推
進

を
実
施

えお申し込みください。その際

には、①預貯金通帳　②通帳届

出印　③納税通知書をご持参く

ださい。

■口座振替による納入の開始時期

　申し込み月の翌月の末日（一括

納付は次年度から）納期により

口座振替による納付となります。

■問合先

　収税課（ 58－ 5111・

　　　　　75－ 3111 代表）

市税、国民健康保険税などは
安心･便利･確実な口座振替で。

ウッカリを　シッカリふせぐ
市税等の口座振替
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　桜川市では、地域の犯罪や事故を未然に防止

するために、平成 17 年 10 月 1 日「桜川市安

心で住みよいまちづくり条例」を制定しました。

　この条例では、市・市民・事業者の基本的な

役割や、安全で住みよいまちづくりの実現に向

けて関係機関と協力して取り組む基本事項を定

めています。

　今回は、安全・安心の推進に向けた平成 19

年度の主な取り組みをご紹介いたします。

交
通
安
全
子
供
自
転
車

茨
城
県
大
会
で
真
壁
小
が
優
勝

　

ひ
た
ち
な
か
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
44
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車

茨
城
県
大
会
」
で
、
真
壁
小
学
校

が
優
勝
、
大
国
小
学
校
が
第
３
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が

競
技
を
通
じ
て
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
県
内

各
地
区
か
ら
27
チ
ー
ム
・
１
０
８

人
が
参
加
。
会
場
内
に
設
置
さ

れ
た
コ
ー
ス
で
、
交
差
点
の
右
左

折
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
で
安
定
性

を
競
い
ま
し
た
。個
人
の
部
で
は
、

泉　

秀
幸
君(

真
壁
小)

が
優
勝
、

藤
田
匠
君(

真
壁
小)

が
準
優
勝
、

大
塚
衛
君(

大
国
小)

が
第
３
位

に
入
り
ま
し
た
。

地
域
安
全
・
暴
力
追
放

茨
城
県
民
大
会
で
表
彰

　

県
民
の
地
域
安
全
・
暴
力
追
放

意
識
の
高
揚
と
地
域
安
全
活
動
の

浸
透
な
ど
を
図
る
た
め
「
第
29
回

地
域
安
全
・
暴
力
追
放
茨
城
県
民

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
席
上
で
、
地
域
の
防
犯
活

動
に
貢
献
が
あ
っ
た
方
に
表
彰
が

あ
り
、
桜
川
市
か
ら
は
次
の
方
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
地
域
安
全
功
労
団
体
（
県
警
本

部
長
・
県
防
犯
協
会
理
事
長
連
名

表
彰
）
／
桜
川
地
区
防
犯
連
絡
員

協
議
会　

岩
瀬
支
部　

小こ

塩し
お

分
会

■
地
域
安
全
功
労
者
（
同
連
名
表

彰
）
／
桜
川
地
区
防
犯
連
絡
員
協

議
会　

大
和
支
部　

廣ひ
ろ

澤さ
わ　

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

■
優
良
防
犯
連
絡
員
（
県
防
犯
協

会
理
事
長
表
彰
）
／
中な

か

川が
わ　

源げ
ん

一い
ち

、

沼ぬ
ま

口ぐ
ち　

俊と
し

雄お

、　

若わ
か

林ば
や
し

　

正ま
さ

美み

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

　

桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、
自
己
申
告
に
基
づ
き
優
良

無
事
故
運
転
者
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
自
分
が
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

■
表
彰
資
格
（
い
づ
れ
に
も
該
当

さ
れ
る
方
）
／
桜
川
地
区
交
通
安

全
協
会
会
員
で
あ
る
方
、
桜
川
市

内
に
居
住
し
４
輪
車
以
上
の
免
許

所
持
者
で
あ
る
方
、
過
去
10
年
間

無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
方

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
免
許

証
、
印
鑑

■
締
め
切
り
／
11
月
30
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
告
先
／
桜
川
地

区
交
通
安
全
協
会
事
務
局(

０
２
９
６-

54-

０
９
０
１)

３
６
４
人
が
桜
川
地
区

防
犯
連
絡
員
に

　

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ

ト
ラ
ス
」
で
、
犯
罪
・
事
故
な
ど

を
未
然
に
防
止
し
安
全
で
安
心
な

桜
川
市
を
実
現
す
る
た
め
に
「
桜

川
地
区
防
犯
連
絡
員
会
議
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
会
議
の
中
で
、
３
６
４

人
の
方
が
桜
川
地
区
防
犯
連
絡
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
連
絡

員
は
、
概
ね
30
〜
50
世
帯
に
１
人

の
割
合
で
自
治
会
ご
と
に
選
出
さ

れ
、自
宅
玄
関
に
「
防
犯
連
絡
所
」

と
書
か
れ
た
看
板
を
設
置
。
犯

罪
や
事
故
多
発
の
危
険
個
所
の
点

検
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯
活

動
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
地
域
住
民

か
ら
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
警
察

に
連
絡
す
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

動
い
た
し
ま
す
。

「
桜
川
地
区
防
犯
連
絡
員
会
議
」
で
防
犯

連
絡
員
に
委
嘱
さ
れ
た
３
６
４
人
の
方

に
は
、
地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
ま
す
。

「
地
域
安
全
・
暴
力
追
放
茨
城
県
民
大
会
」

で
地
域
安
全
功
労
団
体
と
し
て
表
彰
を
受

け
た
桜
川
地
区
防
犯
連
絡
員
協
議
会　

岩

瀬
支
部　

小
塩
分
会
の
み
な
さ
ん
と
桜
川

警
察
署
員

第
44
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県

大
会
で
優
勝
に
輝
い
た
真
壁
小
学
校
の

み
な
さ
ん
。
学
校
と
し
て
は
通
算
10
回

目
の
県
大
会
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
も
桜
川
地
区
で
54
人
の
方
が
交
通

功
労
者
・
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

安全で安心な
まちを目指して
安全で安心な
まちを目指して
安全で安心な
まちを目指して



ボーイスカウト岩瀬第1団で
カブスカウト隊発隊式

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
岩
瀬
第
１
団

で
、
小
学
校
２
年
生
の
９
月
か
ら
小

学
校
５
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
、

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
発
隊
式
典
が
岩
瀬

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
社
会

教
育
活
動
団
体
で
、
年
齢
別
に
５
つ

（
ビ
ー
バ
ー
・
カ
ブ
・
ボ
ー
イ
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
ロ
ー
バ
ー
）
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
入
隊
の
４

人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
今
後
、
隊
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ
い
社

会
人
と
し
て
の
基
本
を
修
得
し
大
き

く
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

遊休農地などの解消に向け
上
かみ

小
こ

幡
ばた

地区で枝豆まつり

　

真
壁
町
上
小
幡
地
区
の
畑
で
「
枝

豆
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
枝
豆
の

収
穫
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
上
小
幡
営
農
組
合
（
田

口
毅
一
代
表
）
の
み
な
さ
ん
が
、
病

害
虫
な
ど
の
被
害
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
な
る
だ
け
で
な
く
景
観
も
悪
く

な
る
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
む
け
、
組
合
員
の
畑
10
㌃
に
枝

豆
を
栽
培
し
た
も
の
で
す
。今
回
は
、

転
作
作
物
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
同
地
区
や

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
の
協
力
を
得
て
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
組
合
で
は
、

今
回
好
評
を
得
た
こ
と
で
今
後
も
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

転
作
作
物
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
「
枝
豆
ま
つ
り
」

に
は
、
枝
豆
の
収
穫
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

地域で感謝しようと鍋
なべ

屋
や

地区で
手作り敬老会を開催

　

９
月
17
日
（
月
）
の
敬
老
の
日
、

真
壁
町
鍋
屋
地
区
で
手
作
り
の
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
お
年
寄
り
に
感
謝
の
気
持

ち
を
示
そ
う
と
は
じ
ま
っ
た
こ
の
敬

老
会
は
、
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
ま

す
。「
歳
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

家
に
引
き
こ
も
ら
ず
、
家
族
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
く
ら
い
元
気
に
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。」
と
櫻
井
区
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
地
元
会
館
に
参
集
し
た

約
50
人
の
方
は
、
地
元
女
性
の
会
の

手
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
カ
ラ

オ
ケ
や
琴
・
三
味
線
の
演
奏
、
コ
ー

ラ
ス
合
唱
な
ど
で
楽
し
い
敬
老
の
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
も
手
作
り
の
敬
老
会
と
い
う
こ
と

で
、
地
元
の
方
の
協
力
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
や

琴
・
三
味
線
の
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
合
唱
な
ど
、

高
齢
者
自
ら
が
参
加
し
楽
し
め
る
敬
老
会
と

な
り
ま
し
た
。

三
み

瀬
せ

　顕
けん

　氏を迎え
人権啓発講演会を開催

　

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
シ
ト

ラ
ス
）
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
生
活

笑
百
科
」
で
気
さ
く
な
回
答
と
笑
顔

で
広
く
全
国
の
お
茶
の
間
に
知
ら
れ

る
弁
護
士　

三み

瀬せ
　

顕け
ん　

氏
を
講
師
に

迎
え
、
平
成
19
年
度
人
権
啓
発
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
茨
城
県
と
桜
川
市
が
県

民
の
皆
様
に
人
権
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
著
名
人
な
ど

を
講
師
に
迎
え
開
催
す
る
も
の
で
、

約
４
５
０
人
の
参
加
者
は
、
日
常
生

活
の
中
で
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意

外
と
知
ら
な
い
法
律
問
題
を
分
か
り

や
す
く
話
す
、
同
氏
の
講
演
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

人
権
啓
発
講
演
会
で
「
弁
護
士
生
活
笑
百
科

〜
笑
顔
で
語
る
人
権
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

す
る
三
瀬　

顕
弁
護
士

霞ヶ浦水質浄化・下水道接続
推進キャンペーンを実施

　

霞
ヶ
浦
お
よ
び
霞
ヶ
浦
流
入
河
川

の
桜
川
の
環
境
保
全
事
業
を
推
進
す

る
霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会
桜
川
流
域
ブ

ロ
ッ
ク
と
下
水
道
接
続
を
推
進
す
る

茨
城
県
と
桜
川
市
が
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
水
質
浄
化
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
エ
コ
ス
真
壁
店
で

水
質
浄
化
・
下
水
道
接
続
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
霞
ヶ
浦
は
流
域
人
口
の
増

加
や
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
著

し
い
水
質
汚
濁
に
よ
り
き
わ
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
１
日
も
早
く
き
れ
い
な
霞
ヶ
浦

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

水
質
浄
化
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

エ
コ
ス
真
壁
店
で
霞
ヶ
浦
水
質
浄
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
う
中
田
市
長
（
写
真
中
央
）
と

茨
城
県
・
桜
川
市
職
員
（
右
側
２
人
）

廣
ひろ

瀬
せ

正
まさ

典
のり

さんが全日本硬式
空手道選手権大会で優勝

長
年
の
鍛
錬
が
実
を
結
び
、
念
願
だ
っ
た
全

日
本
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
優
勝
を
果
た

し
た
廣
瀬
正
典
さ
ん

秋田角
かくのだて

館 LC　（　　　 ）から
真壁LCに友好記念の枝

しだれざくら

垂桜が寄贈

　

秋
田
県
仙せ

ん

北ぼ
く

市し 

角
館
Ｌ
Ｃ
（
能の

う

美み

忠た
だ

尭た
か

会
長
）
か
ら
真
壁
Ｌ
Ｃ
（
島し

ま

田だ

勝か
つ

市い
ち

会
長
）
に
、
友
好
記
念
と
し

て
枝
垂
桜
が
寄
贈
さ
れ
、
真
壁
城
跡

で
「
友
好
記
念
枝
垂
桜
植
樹
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
ク
ラ
ブ
は
、
関
ヶ
原
合
戦
後
の

慶
長
７
（
１
６
０
２
）
年
、
真
壁
城

主
の
真ま

か

べ壁
房ふ

さ

幹も
と

が
角
館
城
下
に
移

り
居
を
構
え
た
こ
と
が
縁
で
、
平
成

16
年
に
友
好
関
係
が
ス
タ
ー
ト
。
昨

年
、
友
好
の
証
し
と
し
て
角
館
武
家

屋
敷
の
真
壁
氏
屋
敷
跡
に
記
念
碑
を

建
立
。
本
年
は
、
真
壁
氏
ゆ
か
り
の

真
壁
城
跡
に
枝
垂
桜
８
本
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。

角
館
Ｌ
Ｃ
・
真
壁
Ｌ
Ｃ
「
友
好
記
念
枝
垂
桜
植

樹
祭
」
で
枝
垂
桜
の
植
樹
を
す
る
刈
部
真
壁
Ｌ

Ｃ
友
好
委
員
長
（
写
真
左
）
と
鈴
木
角
館
Ｌ
Ｃ

友
好
推
進
委
員
長
（
写
真
左
）

深
ふか

谷
や

信
のぶ

子
こ

さんが全国スポレク・
ターゲットバードゴルフで優勝

大
会
成
績
報
告
に
石
川
教
育
長　

（
写
真
右
）

を
訪
ね
た
、
深
谷
信
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）、

藤
田
ナ
ミ
子
さ
ん
（
写
真
左
）、
齋
藤
芳
實
さ

ん
（
写
真
左
か
ら
２
番
目
）
と
桜
川
市
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
大
場
会
長
（
写

真
右
か
ら
２
番
目
）
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国
立
代
々
木
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
「
第
23
回
全
日
本
硬
式
空
手
道
選

手
権
大
会
」
一
般
有
段
者
中
量
級
の

部
で
、
廣
瀬
正
典
さ
ん
（
真
壁
町
下

小
幡
地
区
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
硬
式
空
手
は
、
安
全
防
具
を

着
用
し
て
相
手
に
蹴
り
や
突
き
を
直

接
当
て
る
競
技
で
、
今
大
会
に
全

国
か
ら
26
ク
ラ
ス
に
５
２
７
人
が
参

加
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
、
小
学
３
年
生
か
ら

空
手
を
は
じ
め
、
長
年
の
鍛
錬
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
。
念
願
だ
っ
た
全

日
本
大
会
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

青
森
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
20
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
祭
」
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

競
技
で
、
深
谷
信
子
さ
ん
（
下し

も

泉
い
ず
み

地
区
）
が
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
で

優
勝
・
藤
田
ナ
ミ
子
さ
ん
（
門か

ど

毛げ

地

区
）
が
シ
ニ
ア
の
部
で
第
４
位
・
齋さ

い

藤と
う

芳よ
し

實み

さ
ん
（
犬い

ぬ

田た

地
区
）
が
グ
ラ

ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
で
第
10
位
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
一
大
祭
典
で
す
。「
日
頃
の
練
習

成
果
を
存
分
に
発
揮
で
き
ま
し
た
。」

と
３
人
の
方
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
た
に
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
に
入
隊
し
た
子
ど

も
た
ち
４
人
（
紺
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）
と

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
岩
瀬
第
１
団
の
み
な
さ
ん

ライオンズ
クラブ
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故
や
財
産
損
失
の
防
止
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
運
動
期
間
／
11
月
９
日
（
金
）

〜
15
日
（
木
）
ま
で
の
７
日
間

■
重
点
目
標
／
住
宅
防
火
対
策
の

推
進
、
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火

災
予
防
対
策
の
推
進
、
特
定
防
火

対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全
対

策
の
徹
底

■
期
間
中
の
主
な
行
事
／
11
月

中:

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
宅
防
火

診
断
（
岩
瀬
・
大
和
署
管
内
）、

11
月
11
日
（
日
）:

火
災
予
防
防

火
パ
レ
ー
ド
（
桜
川
市
全
域
）
11

月
25
日
（
日
）:

林
野
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練（
桜
川
市
真
壁
町
椎
尾
地
内
）

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
、
絶
対
や
め
る
。

・ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
」
を

開
催
！

商
工
観
光
課

　

今
年
こ
そ
、
常
陸
秋
そ
ば
を

使
っ
た
年
越
し
そ
ば
を
打
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
ば
打
ち

達
人
が
、
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
し

ま
す
。

　

友
達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
本
年
12
月
〜
来
年
１
月

末
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

14
時
〜

17
時

■
会
場
／
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
み
か
げ

■
参
加
費
／
１

５
０
０
円（
材
料

費
込
）

■
募
集
人
員
／
６
人
（
１
日
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
み
か
げ（

０
２
９
６-

55-

２
７
２
８
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
11
月
26
日
（
月
）
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
12

月
17
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

国
民
年
金
納
付
記
録
に
つ
い
て

国
保
年
金
課

　

桜
川
市
の
旧
町
村
（
岩
瀬
町
、

大
和
村
、
真
壁
町
）
時
に
お
け
る

国
民
年
金
納
付
電
算
記
録
の
復
元

作
業
が
完
了
し
、
平
成
19
年
10
月

よ
り
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ご
自
身
の
社
会
保
険
事
務

所
記
録
に
疑
問
が
あ
る
場
合
、
桜

川
市
国
保
年
金
課
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
年
金
係

（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１

１
１
、
内
線
１
１
３
９
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

人
権
相
談
所
開
設

桜
川
市
人
権
啓
発
推
進
室

■
相
談
内
容
／
相
続
や
離
婚
の
問

題
、
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
い

じ
め
・
体
罰
の
問
題
、借
地
・
借
家
・

境
界
の
問
題
、
差
別
問
題
、
金
銭

貸
借
の
問
題
・
登
記
・
そ
の
他

■
開
設
日
時
・
会
場

・ 

12
月
４
日
（
火
）
／
真
壁
庁
舎

・ 

12
月
７
日
（
金
）
／
大
和
中
央

公
民
館

・ 

12
月
10
日
（
月
）
／
岩
瀬
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
午
前
中
弁
護
士
来

場
）

※
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
ま
で
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
人
権
啓
発

推
進
室
（
市
民
課
内
／

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
１
３
０
・
１
１
３
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
19
年
度　

秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部
岩
瀬
・
真
壁
消
防
署
、
大

和
分
署

　

「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離

れ
る　

そ
の
時
を
」
の
統
一
標
語

の
も
と
、
今
年
も
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図

り
、
火
災
発
生
の
防
止
と
死
傷
事

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

11
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　
　

  

３
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

６
期

納
期
限:

11
月
30
日
（
金
）

■
４
つ
の
対
策

・ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す

る
。

・ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
災
品
を
使
用
す
る
。

・ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
は
、
住
宅
用
消
火
器
を
設

置
す
る
。

・ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
問
合
先
／
岩
瀬
消
防
署
（

０
２
９
６-

75-

３
５
９
２
）・

真
壁
消
防
署
（

０
２
９
６

-

55-

２
４
０
３
）・
大
和
分
署

（

０
２
９
６-

58-

６
８
５
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

水
戸
線
小
貝
川
橋

き
ょ
う

梁
り
ょ
う

新
設
工

事
に
伴
う
バ
ス
代
行
運
転
の

実
施
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
東
日
本
下
館
駅

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸
支
社
で
は
、

11
月
17
日
（
土
）
夜
間
か
ら
18
日

（
日
）
の
早
朝
に
か
け
て
、
水
戸

線
の
小
貝
川
橋
梁
新
設
工
事
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
新
設
工
事
に
伴
い
、
水
戸

線
上
り
最
終
列
車
１
本
だ
け
岩
瀬

駅
止
ま
り
（
岩
瀬
駅
〜
下
館
駅
間

運
休
）
と
し
、
こ
の
区
間
を
バ
ス

代
行
運
転
に
よ
る
輸
送
計
画
を
立

て
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
施
工
区
間
・
年
月
日
／
水

戸
線　

新
治
駅
〜
下
館
駅　

小
貝

川
橋
梁
線
路
新
設
工
事
・
平
成
19

年
11
月
17
日
（
土
）
23
時
頃
〜
11

月
18
日
（
日
）
５
時
頃

■
運
休
列
車
・
バ
ス
代
行
運
転

・ 

運
行
列
車
／
大
和
駅:

23
時
13

分
発
↓
新
治
駅:

23
時
17
分
発

↓
下
館
駅
止
ま
り:

23
時
23
分

着
・ 

下
館
駅
方
面
を
ご
利
用
さ
れ
る

お
客
様
は
、
岩
瀬
駅
〜
下
館
駅

間
は
バ
ス
代
行
運
営
と
な
り
ま

す
（
新
治
駅
、
大
和
駅
へ
は
各

駅
停
車
と
な
り
ま
す
。）。

　

 

な
お
、
下
館
駅
か
ら
関
東
鉄
道

へ
の
最
終
列
車
に
つ
き
ま
し
て

は
、
接
続
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
接
続
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
日
、
Ｊ
Ｒ
職
員
が
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

■
バ
ス
代
行
運
転
予
定
時
刻
／

岩
瀬
駅
発:

23
時
14
分
↓
大
和
駅

発:

23
時
26
分
↓
新
治
駅
発:

23
時

38
分
↓
下
館
駅
着:

23
時
55
分

■
問
合
先
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
下
館
駅

（

０
２
９
６-

22-

３
０
５
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
知
ら
せ

「（
仮
称
）
環
二
再
開
発
（
Ⅲ

街
区:

虎
ノ
門
街
区
）
建
設

事
業
」
に
関
す
る
環
境
影
響

評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

東
京
都
環
境
局
都
市
環
境
部
環
境

影
響
評
価
課

　

東
京
都
が
事
業
主
で
あ
る
虎
ノ

門
街
区
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し

て
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
に
か
け
て
高
層
ビ
ル
の
建
築
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
建
築
物
が
テ
レ
ビ
電
波
を

遮
蔽
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
桜
川

市
で
電
波
障
害
な
ど
の
影
響
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
は
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案

に
係
る
見
解
書
の
縦
覧
お
よ
び
閲

覧
を
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
・
閲
覧
期
間
／
平
成
19
年

11
月
９
日
（
金
）
〜
28
日
（
水
）

ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
き

ま
す
。）。

■
縦
覧
・
閲
覧
時
間
／
９
時
30
分

〜
16
時
30
分

■
縦
覧
・
閲
覧
場
所
／
生
活
環
境

課
（
大
和
庁
舎
）、
市
民
生
活
課

（
岩
瀬
庁
舎
）、
市
民
生
活
課
（
真

壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
東
京
都
環
境
局
都
市

環
境
部
環
境
影
響
評
価
課
審
査
第

二
係
（

03-

５
３
８
８-

３
４

５
３
）、
生
活
環
境
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

人
権
週
間
記
念
講
演
会

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民
の

皆
様
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権

を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
す
る

た
め
、
人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜

10
日
）
期
間
中
に
記
念
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
８
日
（
土
）
13
時

〜
16
時

■
場
所
／
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
（
東
海
村
）

■
内
容
／
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・
人
権
メ
ッ

セ
ー
ジ
表
彰
式
・
人
権
作
文
朗

読
・
講
演:

高
橋　

元
太
郎
（
俳
優
）

「〝
あ
た
り
ま
え
の
心
〞が
大
切
」

■
入
場
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
。
後
日
、
入
場
券

を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
を
郵
送
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県

人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６
・

℻
０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
８
）

イ
ベ
ン
ト

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
（
10
月
１
日
発
行
№

49
）
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
内

容
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

■
訂
正
箇
所

「
水
道
事
業
会
計
決
算
」（
３

ペ
ー
ジ
）

・ 

岩
瀬
水
道
事
業
／
収
益
的

（
主
に
維
持
管
理
関
係
）
支

出
誤　

５
億
２

２
７
９
万
８
千
円

正　

 

５
億
６
５
９
万
９

９
０
６

円

・ 

真
壁
水
道
事
業
／
収
益
的

（
主
に
維
持
管
理
関
係
）
支

出
誤　

４
億
１

５
１
２
万
３
千
円

正　

 

４
億
３
７
６
万
３

７
３
８

円

・ 

大
和
水
道
事
業
／
収
益
的

（
主
に
維
持
管
理
関
係
）
支

出
誤　

２
億
７
８
３
万

正　

 

２
億
４
８
０
万
２

０
１
２

円



10さくらがわ　2007.11.111 さくらがわ　2007.11.1

12月分 健 康 ガイド

12月の母と子の健康づくり
月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/６ (木) 楽しい子育て教室
生後２か月～４か月児
と保護者

10：00 ～ 11：30

バスタオル 1枚、おねしょパッ
トまたはレジャーシート、麦茶
や湯ざましなどの水分やミルク
（要予約）／会場：岩瀬福祉セ
ンター

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

12/17 (月) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予
約）会場：真壁保健センター

第1・２・3・
4火曜日

精神保健デイケア ９：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。
（要申込）

12月の精神保健

《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

12月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

12/５ (水) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15 ～ 13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、
任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/12 (水) ２歳児歯科健診 H17.10 月・11月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

12/13 (木) ３歳児健診 H16.10 月・11月生 13：00 ～ 13：20

母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル歯ブラシ（子ども用
と仕上げみがき用）、コップ、尿、
目と耳のアンケート用紙

12月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/17 (月) １歳児健診 H18.12 月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

12/18 (火) １歳６か月児健診 H18. ４月・５月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

12月の献血
月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

12/11 (火) パワーマート岩瀬店（13：30 ～ 16：00）

12/21 (金) 市役所真壁庁舎（ライオンズクラブ・10：00 ～ 15：30）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

12/２ (日)

千勝医院 本木 1600 0296- 58- 5010

 ９：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00

( 保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/９ (日)

内科宮本医院 真壁町古城 229- 1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/16 (日)

袖山医院本院 西桜川 1- 43 0296- 75- 2019

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/23 (日)

大塚外科医院 真壁町亀熊 1900 0296- 55- 0512

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/24 (月)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/29 (土)

塚田病院 真壁町飯塚 97-1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/30 (日)

延島クリニック 東飯田 600 0296- 58- 5058

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/31 (月)

田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12月の休日応急診療医療機関

開催日 場　　　所 講師名 内　　　　　容

11/29 (木) 岩瀬福祉センター
袖山医院本院
袖山　巳恵子　先生

心臓病の予防（死亡原因の第 2位を占めている病気）

12/６ (木) 大和中央公民館
大和クリニック
濱野　淳　先生

脳梗塞の予防（突然の発作からおこります）

１/24 (木) 岩瀬福祉センター
平島医院
平島　康嗣　先生

メタボリックシンドロームの予防（りんご型肥満は要
注意）

２/26 (火) 大和シトラス
県西総合病院泌尿器科
近藤　福次　先生

どうしよう？「尿が近い？ オシッコがもれる？」

平成19年度市民健康講座（後期）
■開催時間／ 13：30 ～ 15：00　　■募集人員／ 100 人
■申込期間／各教室開催日の前日までに電話により受付けいたします。

※講座の内容により保健師・管理栄養士の指導があります（場合により試食があります。）。
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地
元
の
陶
芸
家
で
構
成
す
る
桜
川

焼
研
究
会
が
桜
川
焼
の
試
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
桜
川
焼
の
特
徴
は
精

製
さ
れ
て
い
な
い
土
の
個
性
を
引

き
出
し
規
格
に
と
ら
わ
れ
な
い
力

強
い
質
感
を
持
っ
た
焼
き
物
で
す
。

　日本一の御
み

影
かげ

石
いし

の産地である桜川市で、石匠の技

や石の芸術作品を、里山や真壁の町並みを活かして

展示・紹介いたします。

　また新たな文化の発信として、桜川焼研究会によ

る桜川市の土を使った「桜川焼」の陶芸作品の展示

や人形浄瑠璃真壁白井座との共同作業により真壁城

跡に土舞台を造ります。

　その美しい姿から「西の富士、東の筑波」と称され、

古くは万葉集にも詠まれた筑波山。その麓で生まれ

た「能」「人形浄瑠璃」「伝統民俗芸能」の伝統文化

を全国に発信いたします。

筑波嶺と万葉文化フェスティバル ストーン文化フェスティバル

　来年 11 月１日（土）～９日（日）、第
23 回国民文化祭・いばらき 2008「常世の
国こくぶん祭」が茨城県で開催されます。
　その主催事業の一つとして、桜川市で開
催される「ストーン文化フェスティバル」
と「筑波嶺と万葉文化フェスティバル」の
２つの事業をご紹介いたします。

■問合先／第 23回国民文化祭桜川実行委員会事務局（文化課内 58－ 5111・75 － 3111、内線 3231）

漫
才
的
な
寸
劇
で
神
楽
舞
が
源
流
と
い
わ
れ
る
久
原
地
区
の
「
久く

原ば
ら

の
ひ
ょ
っ
と
こ
」（
写

真
上
）・
天
明
の
大
飢
饉
の
時
、
悪
魔
払
い
や
平
癒
祈
願
囃
子
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
大お

お

国く
に

玉た
ま

地
区
の
「
宮み

や

大お
お

杉す
ぎ

囃は
や

子し

」・
大
曽
根
地
区
の
雷
神
社
の
祇
園
祭
礼
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
「
加

波
山
囃
子
」・
地
域
の
伝
承
を
頼
り
に
平
成
13
年
真
壁
地
区
で
有
志
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
た

「
人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井
座
」（
写
真
下
）
な
ど
が
真
壁
城
跡
（
屋
外
）
で
公
演
さ
れ
ま
す
。

岩
瀬
体
育
館
（
ラ
ス
カ
）
で
行
わ

れ
る
、
第
43
回
茨
城
県
芸
術
祭
能

楽
大
会
に
は
、
桜
川
市
か
ら
「
磯い

そ

部べ

観か
ん

世ぜ

会か
い

」
と
「
桜さ

く
ら
こ児
を
知
る
会
」

の
み
な
さ
ん
が
参
加
い
た
し
ま
す
。

桜
川
市
の
石
匠
の
技
を
駆
使
し
た

工
芸
品
を
歴
史
あ
る
真
壁
の
町
並

み
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

大
和
地
区
の
里
山
な
ど
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
に
日
本
を
代
表
す
る

彫
刻
家
の
作
品
を
多
数
展
示
す
る

「
雨あ

ま

引び
き

の
里
と
彫
刻
２
０
０
８
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。



　

有
名
な
結
城
合
戦
に
先
立
ち
、
安

王
丸
が
武
運
長
久
を
神
社
に
祈
っ
た

願
文
や
、
鎌
倉
時
代
の
中
郡
荘
に
関

わ
る
古
文
書
な
ど
、
中
世
の
歴
史
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
史
料
群
で
す
。

初
公
開
と
な
る
こ
の
機
会
に
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
市
内
各
所
に
守
り

伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
中
世
資
料

と
、
真
壁
城
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
／
平
成
19
年
11
月
24
日
〜
12

月
16
日
。
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分

13 さくらがわ　2007.11.1

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.20

0296-55-0556

FAX 0296-20-7108

　

桜
川
市
は
古
文
書
、
歴
史
資
料
が

大
変
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
地
域
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
秋

は
「
中
世
」
と
い
う
時
代
に
焦
点
を

当
て
ま
す
。

　

中
世
は
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
の
終

わ
り
ま
で
、
人
物
で
言
う
と
源
頼
朝

か
ら
徳
川
家
康
の
頃
で
す
。

　

東
国
で
は
中
世
の
古
文
書
は
と
て

も
少
な
く
、
県
全
体
で
も
余
り
数
が

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
市
内
に

は
「
真
壁
長
岡
古
宇
田
文
書
（
県
指

定
文
化
財
）」
な
ど
日
本
史
研
究
全

体
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
中
世
史
料

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
が
初
め
て
の
一
般
公
開
と
な

る
「
加
茂
部
文
書
」
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。
平
安
時
代
の
「
神
名
帳
」
に

載
っ
た
式
内
社
で
も
あ
る
鴨か

も

大お
お

神か
み

御み

子こ

神か
み

主ぬ
し

玉た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

の
神
主
家
に
相
伝
さ

れ
た
古
文
書
の
う
ち
中
世
の
古
文
書

７
点
が
一
巻
の
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
戦
国
時

代
末
期
、
城
下
町
（
町
並
み
）
の
整

備
と
と
も
に
行
わ
れ
た
可
能
性
の
あ

る
真
壁
城
大
改
修
工
事
の
様
子
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
改
修
は
、
茨
城
県
最
大
の

戦
国
大
名
・
佐
竹
義
宣
の
指
示
に
よ

る
「
真
壁
普
請
」
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
大
規
模
な
合
戦
に
備
え
て
改

修
さ
れ
た
真
壁
城
「
中
城
地
区
」
の

城
門
跡
、
堀
、
城
道
の
様
子
や
年
代

の
根
拠
と
な
っ
た
中
国
産
磁
器
、
真

壁
産
の
土
器
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※

申
込
不
要

■
日
時
／
平
成
19
年
12
月
２
日
（
日
）

　

※
小
雨
決
行
・
大
雨
時
は
９
日

・
午
前
の
部:
午
前
10
時
30
分
〜

・
午
後
の
部:

午
後
１
時
30
分
〜

　

※
午
前
・
午
後
は
同
じ
内
容

■
集
合
／
真
壁
第
一
体
育
館
前

　

※
真
壁
町
古
城
３
７
０

■
問
合
せ
／
文
化
課
文
化
財
係
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・

55-

１
１
１
１
／
内
線
３
２
３
１
）

【
同
日
開
催
】

　

小
田
城
跡
（
つ
く
ば
市
小
田
・
国

史
跡
）
の
現
地
説
明
会
も
、
同
じ
時

間
帯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

午
前
に
真
壁
城
、
午
後
に
小
田
城
、

ま
た
は
そ
の
逆
で
見
ら
れ
ま
す
。
筑

波
山
麓
の
雄
大
な
戦
国
城
郭
で
あ
る

２
つ
の
国
指
定
城
跡
を
是
非
と
も
見

比
べ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（

０
２
９

-

８
３
６-

１
１
１
１
／
内
線

４
１
５
１
、４
１
５
２
）

桜
川
市
の

中
世
資
料
展

真
壁
城
跡
（
国
史
跡
）

発
掘
調
査
現
地
説
明
会
'07

中世武士の真壁、長岡、小栗氏が登場する古文書
（真壁長岡古宇田文書／県指定文化財）

調査中の真壁城跡　中城地区Ⅲの堀 真壁城跡　中城地区の発掘作業の模様
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》
ベンジーとおうむのティリー　　　　マーガレット･ブロイ･グレアム
ナム・フォンの風　　　　　　　　　ダイアナ・キッド
海の金魚　　　　　　　　　　　　　ひろはたえりこ
たんじょうびのおきゃくさま　　　　松岡　節
《一般図書》
東京番外地　　　　　　　　　　　　森　達也
ダブルハッピネス　　　　　　　　　杉山　文野
ウォリアーズ　ファイヤハートの戦い　エリン・ハンター
こうちゃんの簡単料理レシピ　　　　相田　幸二

【今月のおすすめ図書】

たからものはランドセル
野田　寿子

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

こうちゃんの簡単料理レシピ
相田　幸二（こうちゃん）

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

真壁中央公民館図書室
《児童図書》
中学生のためのショート･ストーリー（全 8巻）　あさのあつこ選ほか
地図で訪ねる歴史の舞台（全 2巻）　　帝国書院編集部
ものがたりさがし絵本　さがしてあそぼう ( 全 4巻）　ロートラウト･スザンネ･ベルナー
うちのパパが世界でいちばん　　　　ハリエット･ジィーフェルト
《一般図書》
夜は短し歩けよ乙女　　　　　　　　森見登美彦
検事・沢木正夫　宿命　　　　　　　小杉　健治
にこにこ貧乏　　　　　　　　　　　山本　一力
余命三カ月のラブレター　　　　　　鈴木ヒロミツ
大江戸人情花火　　　　　　　　　　稲葉　稔
ランナー　　　　　　　　　　　　　あさのあつこ

【今月のおすすめ図書】

読む･聞く･感じる･美しい
童謡と唱歌（全4巻）

向山洋一　監修／ TOSS　著

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

 

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９

《児童図書》
戦場の草ぼっち　　　　　　岡崎ひでたか･作　石倉　欣二･絵
アキンボとアフリカゾウ　　アレグサンダー･マコール･スミス　作
　　　　　　　　　　　　　もりうちすみこ･訳　広野多珂子･絵
《一般図書》
使命と魂のリミット　　　　　　　　東野　圭吾
ひとりぼっちの私が市長になった！　草間　吉夫
私たちの幸せな時間　　　　孔　枝泳（コン･ジョン）　蓮池　薫･訳
まんまこと　　　　　　　　　　　　畠中　恵
ちんぷんかん　　　　　　　　　　　畠中　恵
しゃばけ　　　　　　　　　　　　　畠中　恵
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
河
」
岩
瀬
俳
句
会
】

金
色
の
笑さ

さ
ら
ふ
ふ含
み
て
お
茶
の
花

藤
田　

凡
鐘

露
踏
ん
で
畑
ゆ
く
日
課
朝
筑
波

若
色
寿
美
女

瀬
の
音
の
ひ
そ
む
刻
あ
り
後
の
月

仁
平　

房
女

梨
の
木
も
人
も
老
い
け
り
吾わ

れ

も

こ

う

亦
紅

島
田
喜
与
子

髪
型
を
変
え
て
初
冬
の
小
旅
行

金
田
と
う
女

捨
て
猫
の
居
座す

わ

り
て
お
り
庭
涼
し

荻
原　

勅
彦

退
職
を
子
は
祝ほ

が
れ
し
も
穴
ま
ど
い萩

原
き
し
の

【
茂し

げ

山や
ま

俳
句
会
】

初
盆
や
師
を
偲
び
て
の
一
行
詩

安
蔵
久
美
子

暑
と
飢
え
の
甦
り
く
る
終
戦
日

大
関　

く
に

涼
新
た
浮
か
び
し
俳
句
書
き
と
め
て鶴

見　

菊
江

ひ
と
り
居
の
急
が
ぬ
家
路
花
す
す
き鈴

木
ノ
ブ
子

お
も
む
ろ
に
合
掌
の
さ
ま
蓮
ひ
ら
く竹

林　

て
る

古
く
か
ら
「
朝
焼
け
は
雨
の
兆
し
」
と
か
諺
通

り
恵
み
の
雨
降
る

小
林　

和
子

暑
さ
い
う
の
み
に
過
ぎ
来
し
こ
の
葉
月
凉
風
誘

う
筑
波
嶺
見
上
ぐ

根
本
よ
し
子

「
月
下
美
人
」
開
花
す
る
ま
で
の
数
時
間
を
じ
っ

く
り
と
待
て
る
我
の
気
長
さ

宮
田　

君
江

【
一
般
投
稿
】

是
れ
の
田
を
植
え
る
と
畦
に
並
び
た
る
乙
女
の

杳ふ
る

き
写
真
に
泣
か
ゆ

坂
本　

藤
田　

基
規

そ
の
命
つ
め
る
が
如
き
鳴
く　

の
真
夏
の
日
差

し
に
不
憫
に
思
う

西
飯
岡　

大
山　

し
げ

　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

い
け
ま
せ
ん
わ
と　

女
が
ぽ
つ
り

外
は
筑
波
の　

遠
灯
り

稲
葉　

建
正

巡
る
町
並
み　

老
婆
と
孫
が

秋
を
楽
し
む　

菊
祭
り

岩
瀬
き
み
子

羽
織
袴
で　

凛
々
し
い
姿

孫
は
頼
も
し　

七
・
五
・
三

田　
　

哲
人

浮
か
び
く
る
よ
き
こ
と
ば
か
り
魂
迎
へ

宮
本　

芳
江

板
の
間
の
熟
睡
極
楽
籠
枕

四
倉　

寂
峰

遠
雷
や
魚
に
庖
丁
当
て
し
と
き

井
坂　

洋
子

秋
天
や
赤
白
帽
の
ち
り
ぢ
り
に

君
島
真
理
子

雁
や
母
亡
き
郷
に
足
遠
し

松
崎　

い
ま

秋
立
つ
や
潮
引
き
際
の
砂
の
こ
ゑ

海
老
沢
静
夫

町
の
灯
に
別
れ
て
蕎
麦
の
花
明
り

田
崎　

信
子

灯
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に
跳
ね
て
栗
落
つ
る

飯
山　
　

昭

　
　

短　

歌

【
真
壁
短
歌
会
】

一
週
間
見
ぬ
ま
に
赤
子
は
物
音
に
ま
な
こ
光
ら

す
心
目
ざ
め
し
か

田
中　
　

要

生
け
垣
に
添
い
て
凌の

う

ぜ

ん

霄
花
の
散
る
風
情
「
少
し

掃
か
ず
に
お
い
て
下
さ
い
」

青
木　

栄
子

「
運
転
は
ど
ち
ら
」
と
言
は
れ
駐
車
場
に
杖
持

つ
夫
と
顔
見
合
せ
る

市
村　

ヤ
ス



環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

発行：桜川市 /月２回 (１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111(代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田1023 番地
ホームページ http://city.sakuragawa.lg.jp
Eメール in fo@c i t y . s aku r agawa . l g . j p

広報 No.51 11 月１日発行

わが家の笑顔わが家の笑顔

お父さんからひとこと

　わが家のと～ってもわ

んぱくな娘たちです。

　何をするにもいつも一

緒で、とても仲良し！！

元気で思いやりのある優

しい子に育ってね。

お母さんからひとこと

　少しでも目が離せない

次女！

　毎日、大変だけど二人

の笑顔に支えられていま

す。

竹
たけ

中
なか

　志
し

歩
ほ

ちゃん（写真左）

 平成 16年 7月 29 日生

竹
たけ

中
なか

　千
ち

翔
か

ちゃん（写真右）

 平成 17年７月 15日生

（真壁町飯塚地区）

　真壁町田
た

地区で鋳
ちゅう

造
ぞう

業
ぎょう

を営む 37 代目 小
こ

田
た

部
べ

庄
しょう

右
う

衛
え

門
もん

さんが、新潟県中越地震で甚大な被害を受

けた長岡市山古志地区に復興の願いを込めて「希望の鐘」

を寄贈しました。

　「２年前の正月に、被災者の方が除夜の鐘の代わりにド

ラム缶をついている新聞記事を見たのがきっかけでした。

一年の終わりと始まりに響く鐘の音に復興の願いを込め

ています。」と、小田部さんは話していました。

【 表 紙 】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（ 58-5111・75-3111 ／内線 1267）までお申込みください。

後
ご

藤
とう

　向
ひ

日
ま

葵
り

ちゃん（写真右）

 平成 11年 8月 30 日生

後
ご

藤
とう

　日
ひ よ り

和ちゃん（写真左）
 平成 19年３月２日生

（岩瀬地区）

な
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

北
関
東
自
動
車
道
は
、
ひ
た

ち
な
か
市
と
群
馬
県
高
崎
市
を
結

ぶ
、
延
長
１
５
０
㎞
の
高
速
道
路

で
す
。
途
中
、
水
戸
市
・
宇
都
宮

市
・
前
橋
市
の
北
関
東
３
県
の
主

要
都
市
や
東
京
か
ら
放
射
状
に
伸

び
る
関
越
自
動
車
道
・
東
北
自
動

車
道
・
常
磐
自
動
車
道
を
連
結
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
高
速
道
路
ネ
ッ

ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
北
関
東
地
域

に
新
た
な
経
済
圏
が
創
生
さ
れ
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
（
月
）、
北
関
東
自

動
車
道　

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ（
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
と
栃
木
県
真

岡
Ｉ
Ｃ
と
の
間
に
あ
る
、
長
さ
約

１
６
０
０
㍍
の
「
大
政
山
ト
ン
ネ

ル
」
下
り
線
が
完
成
し
、
ト
ン
ネ

ル
内
で
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
中
田
市
長
は
じ
め

冨
山
筑
西
市
長
、
工
事
関
係
者
な

ど
約
１
６
０
人
が
出
席
。
轟
音
と

と
も
に
貫
通
発は

っ

ぱ破
を
行
っ
た
後
、

来
賓
の
み
な
さ
ん
の
通
り
初
め
や

樽た
る

神み

こ

し輿
の
練
り
歩
き
な
ど
で
貫
通

を
祝
い
ま
し
た
。
本
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
に
よ
り
、
２
０
１
２
年
の
全

線
開
通
（
予
定
）
に
向
け
て
大
き

今
回
貫
通
し
た
長
さ
約
１
６
０
０
㍍
の
「
大

政
山
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
平
成
18
年
１
月
か

ら
掘
り
始
め
ら
れ
、
平
成
21
年
11
月
頃
に

は
一
般
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

北
関
東
自
動
車
道

　

大だ
い

政
し
ょ
う

山ざ
ん

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

中
田
市
長
（
写
真
左
）、
茨
城
県
渡
邊
土
木

部
長
（
写
真
中
央
）、
冨
山
筑
西
市
長
（
写

真
右
）
が
ト
ン
ネ
ル
貫
通
の
発
破
点
火
を

行
い
ま
し
た
。


